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研究成果の概要（和文）：海外産地との競合や消費量の頭打ち，生産コストの増加などの課題に直面する日本の
中小規模畜産業産地が，どのような動きや仕組みを通じて革新・存続しうるのかについて検討した。生産面にお
いては独自品種の導入や飼料用米の活用，耕畜連携の推進などが，販売・消費面においては消費者に対するわか
りやすいメッセージの発信などが展開されていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Small and medeium-sized stock farming areas in Japan face competition from 
overseas livestock products, slower growth of consumption and cost rise and so on. Now, these areas 
enforce innovating a new breed, utilizing fed rice, promoting collaboration between crop farming and
 stock farming and delivering a clear message to consumers for their innovation and sustainability.

研究分野：人文地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年の日本農業は，安価な輸入食料の増大
や農業従事者の減少・高齢化といった課題に
直面し，国内の産業生産額全体に占める割合
も低下傾向が続いている。今後もさらに，海
外の多数の農産物産地との競合が激しくな
ることが予想される。他方，食料消費の傾向
は，すでに 1980 年代には「飽食の時代」と
呼ばれるほどに量的拡大が停滞し，その後は
低価格，喫食の手軽さ，健康志向，さらには
食の「安全・安心」などが求められるように
なった。こうした消費者からの多様な要求に
は，食料生産の分野だけでなく，流通・消費
等の分野での対応も必要であり，研究を行う
上でも食料供給体制の一連の流れや結びつ
きを視野に入れた手法が重要である。 

 日本の畜産物供給に関する既存研究は，地
理学や農業経済学などの分野によって蓄積
されてきたが，その多くは主に九州・関東・
東北・北海道地方などにおける大規模畜産業
産地に関するものであった。地理学研究での
一例を挙げれば，鶏肉や豚肉の系列化(インテ
グレーション)によって生産拡大が進んだ地
域的特徴(長坂 1993;1998;1999)や，輸入畜産
物の急増と産地内部での生産性低下という
２つの問題に対し，商社や地域の食肉加工場
などが鶏肉供給体制の再編成を行った状況
(後藤 2001;2003)に関するものがある。申請
者もまた，黒豚等を活用した銘柄豚事業によ
って豚肉のブランド化が進められ，豚肉価格
の維持や流通企業・消費者らとの新たな連携
構築などによって産地の存続が図られてい
ることを示した(淡野 2007;2009a,b;2010; 

2014a,d)。一方で，中小規模畜産業産地に関
する研究は，個別の地域や事業に着目した研
究は散見されるものの，体系的に産地の畜産
経営や存続状況について分析した研究はほ
とんどみられない。先述のとおり，近い将来，
日本の大多数の食料産地が海外産地との一
層激しい競合にさらされる可能性は極めて
高い。こうした中で，中小規模の産地では，
海外産地との価格競争による優位性はほぼ
皆無であり，何らかのかたちで商品の差別化
が可能となる取り組みを，現在のうちから進
める必要がある。こうした喫緊の課題に対し
て，研究分野からも速やかなアプローチが必
要となろう。 

 

２．研究の目的 

本研究では，海外農産物産地との競合が今
後一層激化することが予想される中で，また
食料に対する消費者からの「安全・安心」が
強く求められる中で，日本国内の中小規模畜
産業産地がいかに革新を遂げ，存続しうるの
かを，主に四国地方を対象地域として分析す
ることを目的とする。研究では特色ある豚肉
および牛肉の事業展開や供給体制について
現地調査をもとに明らかにし，これらを起点
に産地が革新・存続を遂げうる具体的な方向
性として，異業種連携，地域資源の再評価，

消費者との関係性強化の３つに注目する。 

図１ 中小規模畜産物産地の課題と今後の
革新・存続可能性の概念(筆者原図) 

 

３．研究の方法 

主に四国地方における現地調査を行い，当
該産地や畜産業の革新・存続に結びつく活動
や手法，現象等の所在について検討する。ま
た，日本の食肉需給に関する動向を文献解読
から分析し，消費者における食肉の受容形態
やイメージを明らかにするとともに，これと
生産サイドの動向との関係性について分析
する。上記をもとに，革新・存続の可能性を
持つ中小規模畜産業産地としての成立条件
やその地域的特徴について考察し，研究全体
の総括を行う。これらの分析を行う上で，研
究目的でも示した，異業種連携，地域資源の
再評価，消費者との関係性強化の３つを主要
な視点とする。 
 
４．研究成果 
高知県の中山間地域における豚肉のブラ

ンド化を目指した取り組みである「米豚」事
業に関する調査では，特定地域における飼料
用米を活用した畜産の成立可能性と消費者
の受容状況について検討した。飼料用米の生
産やその活用は，国策的な支援のもとで急拡
大しているが，中山間地域においても，飼料
用米生産は地域農業の存続に一定の効果を
もたらすとともに，この飼料用米を地域内の
養豚業に活用することが可能であり，地域資
源の再評価につながることが期待される。対
象地域とした四万十町は，高知県有数の米ど
ころであるものの，米の生産調整のための転
作作物として大豆が主に栽培されていた。と
ころが連作障害の発生によって大豆生産は
大打撃を受け，新たな作物を導入する必要が
発生した。この際に取り入れられたのが飼料
用米生産であり，作付面積や農家数も増加し
た。この飼料用米を活用して生産された「四
万十ポーク 米豚」も消費者から高く評価さ
れ，地域の養豚業を支える重要な柱になりつ
つある。こうした動きは，消費者が期待する
食の安全・安心やトレーサビリティの実現，
国産品志向にも対応したものといえる。 
 地域に根差した肉料理や食文化を地域資
源化し，活用するという点では，岡山県津山
市の B級ご当地グルメである「津山ホルモン
うどん」をめぐる地域振興のあり方が，その

 



具体的な手法の１つとして注目できる。津山
市は，古くから牛馬の流通地として栄えた交
通結節点であり，「養生食い」ともいわれる
肉食文化の歴史も存在したこともあって，庶
民の味としてホルモン食が定着した。津山ホ
ルモンうどん研究会によるホルモンうどん
マップの作成・配布やＢ－１グランプリをは
じめとする様々なイベント出展によって，津
山ホルモンうどんの知名度は急速に向上し，
全国化した。ホルモンうどんを食べるために
大勢の観光客が津山市を訪れるようになっ
たほか，津山ホルモンうどんの認知によって
津山市の名称や場所を認識する観光客の存
在や，ホルモンうどんの喫食とともに津山市
やその近隣の観光も目的とした観光客の増
加もみられた。このように，地域の食と歴史
との関係性を土台とした地域資源化を通じ
て，地域内外の多くの人々からホルモンうど
んという肉料理が評価され，国産食材の活用
等にも一定の効果をもたらしうる可能性が
示唆された(図２)。 

図２ 津山ホルモンうどんの活用を通じた，
地域の肉料理・食文化の地域資源化
（淡野・赤松(2016)より引用） 

 
また，食肉をめぐる様々な立場からの意識

やイメージを検討するための一手法として，
畜産学の研究者や実務者らとの検討を実施
した。畜産の現場と消費者との間には，社会
的・空間的な距離や乖離が存在しており，こ
れらは容易には解消できず，消費者が畜産業
についてイメージしたり理解したりするう
えでの障壁になっていることが想定される
(図３)。例えば社会的な隔たりとして，消費
者は肉を見て食べるが元々の家畜の姿を見
ることはなく，生産者も消費者も「同じもの」
に接していても，その形態は大きく異なって
しまう。また，農業技術が日々進化すると同
時に非農業者が増加するなかでは，生産者と
消費者との間に理解する技術や情報の差異
が発生する。また空間的な隔たりとして，水

田は身近な場所に存在するが，家畜舎は多く
の場合，身近にはなく訪れることもないため，
畜産に関する明確な認識を抱きにくい。さら
に近年では，家畜伝染病の流行への対応とし
て防疫体制の強化が進み，家畜と間近に接す
るのは一層ごく一部の関係者のみとなった。
大勢の消費者が居住する都市部と，多くの家
畜が飼養される農村部という，存在・行動す
る空間の違いが，畜産業においてはとくに顕
著である。そしてこれらのことから，畜産関
係者にとっての当たり前は消費者にとって
はそうではなく，あえて必要のない情報が消
費者の商品選択上の判断材料になってしま
う危険性が存在する。消費者が十分な認識を
持ちがたい畜産業であるからこそ，ブランド
化の方法や消費者への情報提示などのあり
方には，慎重な対応が求められるのである。
こうした課題については，今後，学際的な視
点をさらに重視した検討が必要となろう。 

図３ 畜産物の生産と消費における社会
的・空間的乖離の概念（淡野(2016a)
より引用） 

 
全国的な畜産物の供給のなかで，近年では

ブランド化の動きが急拡大していることを
ふまえ，消費者における食肉の受容形態やイ
メージを明らかにする分析も実施した。すな
わち，豚肉供給における銘柄豚事業の拡大が
継続していることを『銘柄豚肉ハンドブッ
ク』などから確認するとともに，その特徴の
変化を分析することによって，生産・消費の
両サイドにおける食肉に対する意識や評価
基準などのあり方について，テキスト分析な
どをもとに検討した。この結果，生産者らが
自らの豚肉をアピールする際の語句は，生産
面の工夫から食味やイメージを重視した内
容に変化していることが明らかになった 
 このほか，徳島県において新たな交配種と
して生産・飼育された阿波とん豚は，配合の
特殊性や生産技術などに関する生産面での
アピールだけでなく，販売指定店や指定料理
店の認定，トレーサビリティシステムの導入
などを通じた，消費者が求める食の「安心・
安全」を強く打ち出す方法などがみられた。
また愛媛県大洲市においては，飼料用米生産
が増加し，畜産業との連携強化が模索してい
る動きがみられた。 
以上のような研究を通じて，日本の畜産業

産地においては，生産技術の更新や生産性向
上を重視するのみならず，こうした生産面に
ついてのアピールから，消費者が理解しやす
い語句等を用いたアピールへと次第にシフ
トしていることが把握できた。これと同時に，

 

 



中小規模畜産業産地の革新や存続には，多様
な課題が存在し，容易に解決しうるものでな
いことがあらためて把握された。他方で，こ
れまでに結びつきのなかった異業種間の連
携や異なる経営形態の生産者間の結びつき，
消費者を意識した商品開発・アピールなどが，
産地の将来を支える重要な要素として機能
することが考えられた。 
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